
　　　k　　　　　　使用水量3．5個（o・hn3毎紗）

　　　　　　1研1人給水量　28立方尺
　　　工業用水’供給匡域　大和ド高田市附近

＼　　　　　　　　　　使用水量　38個（LO5．m3毎秒）∠

　　事業予算
　　　　総・額7，900，000・03

　（内訳）貯水池築造費　4，060，000・Dσ

　　　　導水路費2，㈱，G鰍GOF
　　　、電気工事費1，20Q，000，00

出資方法　　起債及び國庫補助

起業者　奈良縣

　　　　　　　　　　　、　　ザ
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　　　　　　フトロ　　　後志國太櫓郡金力沢鉱出調査報告
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．　　　　　　　1．緒　言
　　本鉱山は昭和22年以降銅・鉛ρ亜錯を目的に探鉱さ　’

　れて来たが，最近主として資金難のため事業を山時中止

　するか否かについて槍討されている。随つてこの際その

　鉱床状態を調査して置く必要があり，労々札幌通産局か

　らの要望もあつ：たので昭和雛年9月中旬の2日間概査
　に從事した。調査期問中は天候に恵まれず，調査に少から

　ず支障を来し，、全鉱床を観察することが出来なかつた6

　　＊北漉道支所
　　膿月報第噂第5號・

　彰管

特に奇後の問題として残されている全鉱床についてはそ

の一部㊧概査し得たに過ぎないため不充分で嫡あるが，

」鷹1その概要をこXに報告する。　』，

　　　　　2．位置及び交蓮
後志國木櫓郡太櫓村字絡岱（ムジナ客イ）にあつて，漂

棚糠醐駅の繭東直瞬20kmに樹る・東醐
駅より若松まで，（8km）は久遠行バスがあり，それより

絡岱部落まで（約10km）はトラックの便がある。船岱

より鉱床に至る間嫡徒歩による外ないが，この問1Q・km．

を越えない。

　　　　　3．地形及び地質
　　　　　　む　太櫓郡と久遠郡との郡界をなす山陵は北西一南東に走

り，本地域はこの分水嶺中の一高峯（海抜923m）に源

を発して北洗する金力沢の上流部に当る◎地形r般に急

峻で，河流はV字谷をなし，懐入蛇行をなして流れる。

　地域内の山地を構成するものは訓縫層群と変朽安山岩
L
で
1
後 者は地域中央南寄りで走向東西に近い断暦によつ

て前者に接するが，その他では前者を被覆するo訓縫暦

　ヤi群（中新世）は地域北端近くでは走向蟹600匁76。Wで北

東に300戸》400傾割するが・以南彦）大部では水李に近く

な夙一般に手0噸下の緩斜をなず・下部1螺岩属中

部は粗粒砂岩と頁岩の互層，上部は凝奪角礫岩と緑色凝

友岩よりなるQ変朽安山岩は郡界分水嶺及びこれに続く

一
山

陵を占珍て広く発達し，熔岩流をなすもので，次緑魯

を呈し，斑状構造一般に明瞭で，所によつては集塊岩質

である。鏡下に斑晶斜長君はL4m皿×O・7－mm乃至

0．7mm×0．3mmのものが多く，殆んど絹雲母・方解

石・緑泥石に変り，，斑晶輝石は全く緑泥石化及び方解石

化して輪廓を留めるに過ぎない。石基は変質φ梢々軽微．

なもりではハイアロピリテイック構邉を示し，析状斜長

石・輝石・ガラスと微量の磁鉄鉱が認められるが・一般

には広く織泥石・方解石・絹雲母に変り，又屡々珪化作

用を5けて居り，黄鉄鉱の鉱染は最竜普通に見られるG

耶《286）
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　　一　　　　　4．鑛　 床

　鉱区内には各所に露頭が知られており，．主なものには

銅鉱の沢・錯鉱の沢・金鉱の沢の各錺床がある。、何れも

変朽安山岩叉は訓縫暦群中の石英脈で，断暦に澹う鉱脈［

（例：金鉱の沢鉱床）と裂瞬を充填する鉱脈（例：錯鉱の

沢鉱床）とに秀けられる。前者は断層粘土中に断続する

鉱脈からなり，幅10～20cmのものが多く7．更に粘土

中に鉱石鉱物が鉱染して鉱化作用の及んだ幅は2mを

超える所があつて，延長も叉大きい。後塔では鋤眠の幅

　　　　　　　　　　　　　　　　　ドは1小さく，、多くは2～3cmで20cmを超えること1は稀

であるが，時に細脈が梢々集合してその幅1mに亘る

ことがある。鉱脈を構成する鉱石鉱物は黄鉄鉱・黄鍬

鉱・方錯鉱・閃亜錯鉱を主とし，その種類は鉱脈によつ

て差異を認めないが，量的関係は鉱脈毎に（更に同晶鉱

脈でも部分によつて）梢々著しい差異があるo概して銅

鉱の沢では黄銅鉱・閃亜錯鉱，錯鉱の沢でば方錯鉱・閃

亜錯鉱，金鉱の沢では特に金に富む傾向があり，黄鉄鉱

は何れの鉱脈にも広く多産する。・各鉱床の産状について

記載すれば次の通りである。

　　A。銅鑛の灘の各鑛床

　六号坑（鋸入62m．鑓押25m）、は現在坑口より約20m

r（この間副縫履群の頁岩・緑色凝荻岩よりなる）で崩壊し，
』
て
入
坑 観察不能であ多。坑道実測図と翫往の調査結果に

よれば，鉱床は走向N40。W廼南西に600内外傾斜

し，幅20～50cmのようであるQ鉱石中には梢々多量

の黄銅鉱を含み，含銅晶位2・6％に達する所があり，叉

怨～14gμの金を含む所があつたとい、うo坑外貯鉱につ

いてみると黄銅鉱の外，黄鉄鉱・閃亜錯鉱が多く，方錯．

鉱は概して少いo　この外3個所（第1図島b，c）に露、

，頭が知られているo〔a〕は断暦粘土ラ（幅1・5～2m）中

に変朽安山岩・頁岩等の角礫に俘つて閃亜錯鉱・黄鉄鉱・

黄銅鉱・方錯鉱を含む石英脈の角礫を含むもので，鉱塊の

『大きざは1拳大から径50Gm余のものまである。その中

の鉱石鉱物の含有量には著しい不同があつて，殆んど石

英のみのものも稀ではない。〔b〕倭頁岩中にあつて，走

向N700Wで北東に700傾斜する石英脈で，そめ幅は

10cm，露出延長1mに逼ぎない。鉱石中には黄鉄鉱・閃

’亜錯鉱・黄銅鉱の少量を含み，両側の母岩中には黄鉄鉱・

』黄銅鉱・方錯鉱の徴量を鉱染する。〔c〕では変朽安山岩

が走向南北の裂騨に滑つて幅1m内外の聞，著しく珪

化され・その中に黄鉄鉱・方錯鉱等の微晶を鉱染するも

のである。これら〔我〕．〔b〕．〔e〕・の各露頭ほともに銅・

錯・亜錯の含有少く，1鉱況貧弱で稼行儂値はない己

　　Bレ鉛鑛の澤鑛床

　礫岩及』び凝茨岩中の鉱脈で，金力沢との合流点附近よ

　撚l　v　　　　　　無灘、黛、
・繍

　　圃　圃　＼x、、＼　＾・
　　訓縫層群変朽安出岩鉱床　断暦　坑〔コ

　　　　第1圖　　金力浬鉱㌧画地質「圓
　　　　　　　　　＼
り北に小漢に措つて約80m問に亘つて謙々≧露出し，．

一号坑（鑛押6m〉，二号坑（鑓押8m）に於て探鉱せられ．

た。走向はN釦OW乃至南北・西に8g。傾斜し・．その

幅は合洗点附近で3障5cm・これより20m北の二号坑二

で5～20cm・更にその北60mの一号坑では坑口附近で

15cmであるが，直ちに2・）3cn1の細脈に分れ約1m

聞に多数の細脈群を形成し，その間の母岩ぽ鉱染されて・

いる。鉱石中の鉱石鉱物は合流点附近では殆んど方錯鉱亡

のみであるが，二号坑内では多い一ものより 順に黄鉄鉱・

方錯鉱・閃亜錯鉱・黄銅鉱であり、，一号坑内では方錯’

鉱・閃亜錯鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱の順である。

　C．金鑛の灘鑛床
変朽安山岩中の鉱脈で，Om坑，（鑛入50m），140m

　　　　　　　　　　￥坑（鑛入22m．『鑓押200m），20③m坑｛鋸入150m）la

よつて探鉱せられたが，その中Om坑内では鉱床に当

づでいない6140m坑内では走向N500W．で北東に一「

700～SOO傾斜する断暦と，走向南北で略々庫立する断　．

暦とがあつて，これに沼つて鉱脈が胚胎するQ』坑道北4加

27』（287）
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繭北の断暦に澹い，ゆ綱では幅10cm以下備
、脈が断緯し・その細脈中には鉱戸鉱物が極めて少く又

母岩への鉱染も見られない。坑潭南孚はR600．Wの断一

暦に沿い，鉱床は断暦粘圭中に断続する石英脈で，その

幅は10～20・m『が第鵬剛こ40cmに及ぶことがあ
巻。魔々網状脈を形成し，叉これに接する粘土化母岩中

（特に上盤側）には広く黄鉄鉱1方錯鉱等を鉱染し，この
’
鉱
染
部 を含む幅は多くは1m、内外で，2血を超える所

／　I〆
～

　，
　　，　　　醗翻脇以上

　　、　　麗でo－5骸、
　　　
　　　　　　　　　A山・

第2圏　金鉱ノ澤140m坑内富鉱艦分布團

がある。鉱脈g一部には稽々金に富む部分があつて（第

2図）嘗て金鉱として探鉱せうれたQその富鉱体は南孚

の一」部に訪ρてstope　lengthは約30m、であるo鉱石は

角礫講造及び縞状構造をなし，黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯

鉱・硫砒鉄鉱・方錯鉱・石英氷長石よりなるQ200m坑

は質Om坑内鉱床の下底に向つて探鉱したもので，坑

，内には黄鉄鉱の鉱染を俘う石英細脈は2～3條知られて

いるが，1稼行贋値のあるものはないo坑道の引立寄りに

．．略々水亭に近い大きな断暦があつて，140m坑内の鉱床、

のヤ部はこの断暦によつて切られ，その下部延長を失つ

ている0

　　　　　5・鑛／石
』
構
造 には角礫構造と縞状構造があるQ角礫購造は金鉱

の沢140m坑内鉱床に最も普通なもめで，変朽安山岩

の角礫を石英が膠結してヤ・る◎縞状構造の最も顯著なの

・は錯鉱の沢の鉱石で，’方錯鉱・閃亜錯鉱等の鉱石鉱物に

富む部分が右英部と平行な縞をなし，この石英部は晶洞

に富み櫛状構造を示すことが稀ではない。鉱石を構威す

るものには方錯鉱・，閃亜鉛鉱・黄鉄鉱あ黄銅鉱・硫砒鉄

鉱及び石英・氷長石，・絹雲母・マソガソ方解石がある。「

労錯鉱と黄銅鉱は多くは不規則な輪廓をなして石英や他

の鉱石鉱物の粒間を翼め』或はこれを交僕し1この両者『

は屡々相互境界を示す。方錯鉱は石英の晶洞中騒はその

附近で自形の亘晶をなすこどは稀ではない。閃乖錯鉱は　

　　　』
他
形 を示し，べつこ5色のものを主とし，鉄に乏しいの一

が特徴である。黄鉄鉱は一般に自形をなして散点し，或

は集合する。，硫砒鉄鉱は金鉱の沢に産しダ菱形断面を示

、す自形叉は黄鉄鉱中の交代残晶として産し累帯構造を

示すものがあるoその量は多くはない。金鉱の沢には金

、を産するが，そめ存在は鏡下に確められなかつた。叉銀、

の存在については少数の鉱石研磨面中では銀鉱物を認め

なかつたので，今後の調査に侠つ外ないが，「或は方錯

鉱，叉は閃亜錯鉱中に含まれるものではないかとも思わ

れる。石英は脈部でほ櫛状構造・粒状構造・噛合㌧構造　　　．

・砺毛状構邉を示し，一火焔状滑光をなすものがあり，交

　　　　　　　　　　　　ノチ　代性め石英部では細粒で等粒の石英の集合からなつてい1

る。・永長石は菱形断面を示す自形叉は石輿粒間に他形を

なし，金鉱の沢1蛋伽n坑内では石英：氷長石は2ほ乃

至3；1に建する。絹雲母は鉱脈の盤肌に近い交代部

や，包裏された母岩の周りに多く，一般に石難中には

少い。主として鉱脈中にと⑳こまれた絹雲母化母岩の遺

物と考えられる。マンガン方解石は錯鉱の沢の鉱石中に

。．少量産し，F1・508である。塚上の鉱物の晶出順序は

別表の通りである。

　　　　6・品位及び鑛量
甑知鉱脈の中，銅鉱の沢六号坑は観察不能のため品

位，鉱量は明らかでないが，その他の鉱脈では稼行債値

のあるのに錯鉱の沢の鉱床と金鉱の沢の鉱床とである。

鉱　物一 県翻一　　　　　　　　　　　9蜘
石　戻
クk脹石

ぐンガシ舌解乃

流枇鉄鉱
嶺欽鉱
噛銅鉱
才錨鉱
闘重翻鉱

一
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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　　　第3圖　金力麗鑛山鑛物晶出順序

錯鉱の沢は錯・亜錯に富み，二号坑内で採集した平均試

料は当｝支所で分析した所多錯6・SO％，：亜1錯0・39％，銅

痕跡，銀9091tである。その上鉱中の鉱石鉱物の含有

にはかなり著しい差がある炉，試みにその一づについて

積分台によつて量比（容積比）を求めると黄鉄鉱18・7％，

　　　　　　　　　　　　1　・
28一（288）
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黄銅鉱1．5％　方錯鉱8．7％，閃亜錯鉱9．6％，脈石

61．5％，計100．0％であつたので，これより計算すると

鉛15．26％，距錯6。97％，銅o．61％となる。金銘の沢

の鉱床については本調査では試料探集を行わなかつた

が，白本鉱業株式会肚による分析結果より計算すれば，

140m坑内の富鉱部では李均金7。09／監，銀2351・39／t，

錯1．4％で，分析晶位中の最高は金32・09／t，銀3・6209／t

．である◎

　　　　　7・沿華及び現況
　本鉱山は昭和⑫年以降3年間日本鉱業株式会祉によ

つて探鉱せられた後，金山整備のため一時休山した。そ

の後昭和22年10月現鉱業権者（北差鉱業株式会冠）に串

つて銅・錯・亜錯を目的に探鉱せられ現在に至つてい

るoこの聞費鉱せられたことはなく，坑口附近に少量の
　　　　　　ペ　　　　ヤ　　　　　　　ゆ貯鉱があるに過ぎない。調査当時は労務者数名によつて

錯鉱の沢二号坑を鑓押し中であつた。踏査後同会融は近

く金鉱床を目膵して本格的開査に乗咄す機蓮にあ

　る0
　　　　　　811結　語
　本鉱山の銅，・錯・亜鉛鉱床はi連続挫に富むが，脈幅が

　　　　　　　　　し　小さい画多大の縫瞳めない・鰍ロ鉱聯で輝
．在の所，錯鉱の沢の鉱床だけが探鉱橿値がある。これに

　反して金鉱床は金鉱め沢140m坑内に見られるもので’

　は富鉱部は含鋪齢均四tに達しそ嘱脚嚇
　かでないが，探鉱によつては採掘可能な程度の鉱量セと達1

　する見込がある9この外翻査禰割愛した力桐一鉱

　業権者の隣接鉱区内には蒼所に10靴に近い金鉱脈の

　賦存が知られているので，今後の調査によつて，1これら

　隣採鉱区を含めた地域に亘つて或程度の鉱量を確認すれ

P　ば，金鉱床として開発し得る可能性が充分ある◎銅・錯。

　亜鉛鉱床のみを目的としては稼行困難で，金鉱床に稼行
　ず　便値を生じた時1始めて本鉱山の企業は成立つものと言

　わざるを得ない。　　、一　（昭和24年9月調査）
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　　　　　　　　　ヌツケベツノ糠干鉱山は・日高國沙洗郡李取村字貫気別にあり，日高
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本線富川駅の北東直距離約50k血の地に位す為げ踏査

区域はこれを中心とする南北約6km，東西約12knlで

あつ宅，その構成地質要素は先白璽紀層，下部白要紀暦

と，前者を貫く超塩基性火成岩（蛇絞岩一頑火輝石轍麓

、岩）及びその分化脈岩とである。超塩基性火成岩は一種

の
、

Sepねとして現われており，強度の蛇絞岩化作用を受・

　　　　　　　　　　　　　　　＼けているが，部分的に緻麓石（FO　g7＿70）及び斜方輝石

・（Eng7－g2）の残晶を止める比較的堅緻な岩塊を含有するび

この岩体中及びその附近に見られた分化脈岩は，曹長岩　，

一荻曹長胤石英曹長岩一石英灰曹長岩及び角閃石曹長

岩一角閃石友曹長岩であるρ

　鉱床は前記蛇紋岩体の南端周縁部に分布するクローム’

’鉄鉱鉱床で・、西から西紳鉱床・天恵鉱床・俘慶鉱床・藤

恵鉱床等がある6鉱体は不規則塊状乃至楕円体駅のもの

が連鎖状をなし，筒状の鉱床を形成する傾向がある。．鉱

石は塊欺鉱及び斑状鉱（所謂メヅテヤ鉱）、とに大別す為こ

とが出来，前者はl　C聖0350～58％、で鉱床の主要部を占

め，後者は．C聖0325’》30％程度のものである。現在各

坑道の殆んどが荒塵しておつて，、僅かに西憩鉢床長官坑

の一部のみしか入坑することが出来ないので，鉱量の計

．算は不可能であるが，将来の探鉱によ？ては多く爾鉢量

が期待出来るであろ5。
　本鉱山は昭和11年（1936年）開発以来，幾多の浩長を

，29一（289〉 、　、




